庭 を 眺めて & ると、 ふと 美しい ラブン ツェル ((菜の 

は そろ 

一種、 我 邦の 萵苣 (チ シャ) に 当る。)) の 生え 揃った 

なえどこ め あおあお 

苗床が 眼に つきました。 おかみさん は あんな 青々 した、 

あたら な た うま おも 

新しい 菜 を 食べたら、 どんなに 旨いだ ろうと 思う と、 

もう それが 食べた くって、 食べた くって、 たまらない 

ほど まいにち まいにちな こと 

程に なりました。 それから は、 毎日 毎日、 菜の 事ば か 

かんが ほ とて た 

り 考えて いたが、 いくら 欲しがっても、 迚も 食べられ 

おも もと びょうき ひまし や 

ない と 思う と、 それが 元で、 病気に なって、 日 増に 痩 

せて、 青くな つて 行きます。 これ を 見て、 夫 はび つく 

りして、 尋ねました。 

「お前 は、 まァ、 问 うしたん だえ？」 



まえ う おと こども 

れに は、 お前のお かみさんが 産み 落した 小児 を、 わた 

やくそく こども しあわせ 

しにくれ る 約束 をし なくち やい けない。 小児 は 幸福に 

わ.. こし ままお や せ わ 

なる よ。 私が 母親の ように 世話 をして やります ご 

おとこ しんぱい き い とお やくそく 

男 は 心配に 気 を とられて、 言われる 通りに 約束し 

さん 

てし まった。 で、 おかみさん がいよ いよお 産 をす ると、 

まじょ きこ な 

魔女が 来て、 その子に 「ラブン ツェル」 という 名 をつ 

けて、 連れて行って しまいました。 

ラブン ツェル は、 世界に 二人と 無い くらいの 美し 

むすめ むすめ さ い まじょ 

い 少女に なりました。 少女が 十二 歳になる と、 魔女 は 

あ もリ なか とう なか むすめ とじこ 

或る 森の 中に ある 塔の 中へ、 少女 を閉 籠め てし まった。 

その 塔 は、 梯子 も 無ければ、 出口 も 無く、 ただ 頂上に、 



した。 すると 塔の 中から、 何とも 言いよう のない、 美 

うた き き おうじ たち ど 

しい 歌が 聞こえて 来たので、 王子 はじつ と 立 停まって、 

き たいくつ しの 

聞いて いました。 それ は ラブン ツェルが、 退屈凌ぎに、 

こえ うた おうじ うえ 

かわいらしい 声で 歌って いるので した。 王子 は 上へ 

のぼ み おも とう いりぐち さが 

昇って 見たい と 思って、 塔の 入口 を 捜した が、 いくら 

さが み かえ ゆ 

捜しても、 見つからな いので、 そのまま 帰って 行き ま 

とき き * つた こころ そこ し 

した。 けれども その 時 聞いた 歌が、 心の底まで 泌み 

こ い まいにちうた もり 

込んで 居た ので、 それから は、 毎日、 歌 をき きに、 森 

へ 出かけて かきました。 

あ ひ おうじ またも リぃ き た 

或る日、 王子 は 又 森へ 行って、 木のう しろに 立って 

い まじょ き い 

居る と、 魔女が 来て、 こう 言いました。 



「ラブン ツェル や！ ラブン ツェル や！ 

まえ かみ さ 

お前の 頭髪 を 下げて おくれ！」 

き あかみし たた 

それ を 聞いて、 ラブン ツェルが 編んだ 頭髪 を 下へ 垂 

まじょ つか のぼ ゆ 

ら すと、 魔女 は それに 捕まって、 登って 行きました。 

み おうじ こころ うち はしご 

これ を 見た 王子 は、 心の中で、 「あれが 梯子に なつ 

ひと のぼ い うんだ め 

て、 人が 登って 行かれるなら、 おれ も 一 つ 運試し を やつ 

て 見よう」 と 思って、 その 翌日、 日が 暮れ かかった 頃 

に、 塔の 下へ l かって 

「ラブン ツェル や！ ラブン ツェル や！ 

まえ かみ さ 

お前の 頭髪 を 下げ ておくれ！」 

うえ かみのけ き おうじ のぼ 

というと、 上から 頭髪が さがって 来たので、 王子 は 登つ 



おも て にぎ 

と 思いました ので、 はい、 といって、 手 を 握らせ まし 

むすめ 

た。 少女 はまた 

「あたし、 あなたと ご 一し よに 行きた いんだが、 わた 

しに は、 どうして 降りたら いい か 分らない の。 あなた 

でい でい きぬ ひも 

がお 出 〔# 「お出」 は ママ U になる たんびに、 絹 紐 を 一 

ぽんず つ も き くだ はしご あ 

本 宛 持って来て 下さい、 ね、 あたし それで 梯子 を 編ん 

できあが した お うま の 

で、 それが 出来 上ったら、 下へ 降ります から、 馬へ 乗 

せて、 連れてって 頂戴 ご 

また まじょ く たいてい 

といい ました。 それから 又、 魔女の 来る の は、 大抵 

ひるま ふた リ ひく あ 

日中 だから、 二人 はいつ も、 日が 暮れてから、 逢う こ 

やく そく き 

とに 約束 を 定めました。 
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